
文書館の逸品（７月～８月） 解説資料 

十返舎一九 著 

『続膝栗毛 十編』（上州草津温泉道中） 

～温泉史料としての文学作品～ 
展示期間 令和７年７月１日（火）～８月 31 日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『続膝栗毛十編 下』（上州草津温泉道中） 
 

（文政３年：1820） 

 

『東海道中膝栗毛』（初刷り：享和 2 年(1802)～文化 11 年(1814)）で名

をあげた十返舎一九（明和 2 年（1765）～天保 2 年（1831））が前作と同様

に、弥次郎兵衛、喜多八の珍道中の続編として刊行した滑稽本です。「膝栗

毛」とは、自分の膝を栗毛の馬の代わりに使う徒歩での旅行という意味で

す。 

『膝栗毛』のシリーズは、文学的な価値が高いことは言うまでもなく、

十返舎一九本人の調査旅行に基づいた記述内容や豊富な挿絵から、江戸時

代の旅行や観光地の実態を記録した史料としても高く評価されています。 

展示部分からは、江戸時代の草津温泉における湯治のシステムの一端を

窺い知ることができます。また、挿絵とそこに添えられた狂歌には、賑わ

う湯治宿の様子や、強酸泉の独特な臭気がリアルに表現されています。 

江戸時代後期には、寺社参詣などにともなう江戸から地方への旅行文化

が爛熟期に入ります。そのような時代背景の中で、旅行記や旅をテーマに

した戯作が数多く出版され、これらの出版物は旅行ガイドとしての役割も

果たしました。 

 

土屋喜英家文書 P1103 №405 

（原寸：竪 18 ㎝×横 12 ㎝） 
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